































法であることを念頭に置く必要がある。子どもの歴史を繋ぎ，自己物語を紡いでいくための援助 “ 技法 ”



























































































































































呼ばれる技法も有効である（Gardner，1971）。これは，子どもの体験した物語を “ 自分のこと ” として


































































































と言い，コピーした地図を切り貼りして施設と自宅を紡いだ “ 自分だけの地図 ” を作り大切に持っている
子どももいる。
第６節　おわりに
本論は決して容易な “ ダイレクトワーク ” の施行を奨励するものではない。容易にことばにすることの
できない体験を経て，施設に入所することになった子どもにとっては，まず毎日の生活が安心・安全なも
のであることが望まれる。そうした何気ない生活のくり返しの中で，“ 点 ” であった子どもの記憶が “ ス
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よりも重要となる。“ 子どもの生にまつわる重要な事実を分かちあっていくための対話 ” は，そうした生
活の営みを基盤として成り立つものであるため，児童養護施設の治療的生活環境についてもあわせて検討
した。









続性，時熟を待つ⇔一回性，子どもの “ 時 ” を捉える，語りを聴く⇔語りえない現実に想いを巡らす，普
遍性⇔個別性といった相反する軸を，“ 子どもの最善の利益とは何か ” を常に念頭に置き，バランス感覚
を持って判断していくことが必要である。さらに安易なマニュアルは存在しない。定められた形式を参考
にしながらも，目の前の子どもの状態や抱えている問題，年齢や理解度，施設の形態や風土，大人との信
頼関係，家族の現在の状態などを適切にアセスメントし，創意工夫されたアプローチを展開していくこと
が大切である。
今後の研究を進めていく上で必要な要件として，子どもの意見を聴取することと，長期的な展望に立っ
てデータを蓄積していくことが挙げられた。
本研究は，子どもの理解や意思を尊重しながら、措置決定や出自にまつわる子どもの疑問にどう応えて
いくかという問題を直接扱った，当該分野においての先駆的な研究である。本研究の成果は施設職員・子
どもの福祉に直接寄与するものであり、入所してくる子どもたちへの説明のあり方や、入所中の子どもが
自分にまつわる重要な事実を知ることを希望したときの対応などがより効果的になされると予想され，現
在の福祉制度の不備や問題点についても一定の説得力を持って言及することができると考えられる。
